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ナ モ グ リバ へ （Phy　tomQJia　ozig・ricorozds　MACQUART ）

　　　　　　　の 2
亅 3 ’

の 生 態 に就 b て

　　　　　　　　 黒　　　田 、　 松 　　　雄 ．

（横 濱 秘 關 植 物 檢 査 課 〕

SOME 　ECOLOGICAL 　NOTES 　 ON　 PUy
’
TO 捉tvZA

　　　　 N τσRI （＞omNr ，s‘MACQUART ，

By　ll，LTsuo 　KUROD ・t．

　　．筆者は 昭 和 10−−1
’
1 年 の 兩 年 に亙 つ て 涼 都献 畏學部昆蟲學研 究室に 方全

て
，

ナ モ グ リバ へ の 研 yd　e．行 つ たが ，そ の 越冬，幼轟密 度及び被 害 の 季節的淌長

蹴 い て 概略 馳 べ 瀦 賢の 御參考 に爬け る次 第であ る
，

−
徇該蠅 の 詳纏 生 活

史に 就 い て は他 日發表する積で ある。

　　本研究に 當 り御指導 を賜 つ た春川教授，徳永助敏授に 厚 く御聾を申上 げる。

　　1． 1 年の經過習性 ： ナ モ グ リバ へ は 豌豆 ， 十字花科 及び 菊科植物 の 害蟲

と して 知 られ て ゐ る。卵は葉肉内 に塵 附け られ， 孵化 した幼蟲は葉肉k乳道を穿

つ て 侵喰 し， 成熱 すれ ば葉の 表皮下 で蛹化 す 翫 生長期闇は 16〜41 旧で 季節 に

働 雌 が畝 5闘 は 3T ・；
・
卩・：ゆ瑚 は ・6N ・3

．卵 醐 は 7
僧 手7 昨 あ る．

成蟲生 存期闇は普通 2 迥 間前後で あ る』 世代數は 略眷期 3 世代， 称期 2 世 代 を

memaするが 洛 猷 瓸 に動 糊 ・期1寧 酪 棚 魄 ρ蝉 蜆 られ る．

冬期は蛹で 越 し， 夏期 に は全 く姿を
．
消

・
して しま ふ 。

　　II．越冬 ： 蛹 態 に て越冬す る こ と は
，
・織 田氏 （1936）

哩÷

も發表 されて ゐ るが ，

筆者は飼育窒及び 野外鯲 け る越冬を調李した 初 め ecli育室に て 豌豆で 飼育

した もり の 越冬を見る に
， 昭和 10　

’
：年 12 月下旬 よ り蛹化 した儘不活動歌熊と な

り， 翌 年 3 月中旬 よ り羽化 を開始 したが，こめ期闇 の 日平 均 最低氣温億 丁 1．5℃

で ，蛹 の 死亡率は總數 ．4e 頭 中 12頭 ， 帥ち 27．5％ で あ つ た。ユ2 月下 旬 には 日雫

均氣温 5℃ ．以下の 日が數日綾い た こ とが 越冬 へ の 鋼戟とな り，3 月申旬の 朋化

開始數 日前よ り日干均氣温が上昇 して 10℃ 近 くに なつ た こ とが 羽 化を促 した

もの と 考へ ち，れ る
。

こ の 期間L12 月下旬に 2 日程 、ユ0℃ 近 くになつ た 外は．

曽
織 田 富士 夫 （1936）：　實驗園罍1害蟲圖篇lP．261．
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1“ 昆 蟲 ・錐 十 二 卷 第 五 黜

口畢 均氣褞は G℃ よ り上 51Lしなか つ た．

　　次 に 野外に於 て は豌豆の 他 に ，蕪，蕪葡の葉」二で 越冬した もの を發 見 したが．

飼育 i登に 於 け る蜴合と略岡樣の 経過 を と り， 飼育蜜．野外共 に 十 月」二旬 よ り幼錨

を見る こ とが 1篠來た　（氣温は飼育室内の 自記塞暖計に よる）。

　　II，r・幼蟲密度及び 被 害の 季節的訶 長 ・幼蟲密度及び 鼓害の …Tfieti的〜帳 を測

定 す る爲に 次 の 方法をとつ た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　醗豆 の ユ品種 を寄圭 縮物と して 選 び 、
これ を昭和 LO 年 秋 期 及 び 11 年春 よ

り秋 に至 る期醐數囘回場 1こ播概 し，ユO 日乃至 15 日毎 に同程 度に 生育 した 15〜

20 株 を選 び ， そ の 幼描 に 侵喰 さ れ得 る葉 の 面積を測定 し．同時 に そ の 葉 に 發見

せ られた幼蟲數 を調査 し， 何 れ も 10 株 に換算 した もの を當時の豌豆 の 繁茂状態

及び 幼蟲密度 と レた。．伺槊面積 1雫方米 に對する幼蟲数 を算出 して ↑：ll時の 被害

程 度を示す 事 に した。 そ り結 果は別鬮 に 示 す如 くで ある。 ．

　　葉 面積は 4 月 よ O嚇大 し 5 月 に 至 つ て 最大と なるが 以後漸減 し， 夏期 に は

發育 不良 の 欣 態 を呈 し，
：秋期 に は 僅か に 培大 し10 月に 至 つ て そ の 頂黝に 達 し、

以後漸減す る。

　　幼蟲密度は 4 ∫沖 旬 よ り 5 月上 旬 顛まで 氣温が 10〜15℃ の 場合は 比 較的

低 く，
5一月中旬 よ り 6 月上 旬 まで 15〜2D℃ に 上昇 する に 及ん で 著 しく高 ま

’
り、

G 月中旬以降 20℃ 以 上 に 上 昇す れ ば密度は著 し く低下 して 7 月 上 旬 に 至 つ て

零 と な り
， k の 臨 月下旬姪 る・ 1° 月上 腕 温 卿 よ 孵 下 すIL齬 吻

蟲が著 しく現 はれ，11 月 に 至 つ て 氣温が 更に低下 して 15〜ユ0℃ と なれば密度

も低下 し，12 月に 至 り 10℃ を下 れ ば幼蟲は極 め て 少數 とな つ て 來る。 以 上 の

觀 察に よ身しば ， 日不均氣温 と幼蟲密度の 間に は 7 定の 關係が あ つ て
，

10℃ 以下

で は密度極 め て 低 く，10〜 15℃ の 閻で は 密慶は稍高 く，
1δ〜20℃ の 聞で は密度

峰最高 と なうが 2〔）℃ を超 ゆ A’Lば寄主植物ρ有無 に 拘 らす密度は著 し く低下 し

途 に零 となる こ とが判明 した。

　　・兩年と も 粥 末 よ り7月に か け て 飼育室で 羽化 した成蟲 は大部分交尾．産卵

せ す して 數 日で 死 亡 し， 且幼蟲 は死 亡率高 く飼育の 繼籔は不可能で あ つ た。帥ち

20℃ 以 上 の 日罕均氣温で は
， 成錨 の 生存 、 交 尾，奩卵，幼蟲 の 發育 に支 障を來す

もの と推察せ られる。 徇降水量 又は 比較濕度 と幼蟲 密度の 淌長 との 闇 に は何等

の 關係 をも認 め得なか つ た　（氣温は 3 日平均，氣象は 京都測卿 听發表 に よる）。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 黒 「冂松 雄

1　　 ナ モ グ リバ へ が 夏朋
L

　 行方不明に なる こ とは 確

　 贊で 争迄 に こ の記録は な
．

　 い 。筆者ば夏期に 於ける

肇驚鵝 耽逗
　 が，途 に解決 出來なか つ

　 た。卵で 夏 を越す こ とは

　 産下 せ られた葉が秋迄 に

　 枯死 す る 故 不 可 能で あ

　 る
。 蛹 も秋迄 生 存 しなか

　 つ た 。 成蟲 の 生存期闇 も

　 極め て 短 い。以上 の 事置

　 か ら夏 ll民は 不可能 の 樣に

　 考へ られ る 。 次に
， 崛が

　 氣温の 低 V山地 ， 溪谷贈；

：　ナ モ グ V バ への 2
｝
ISの 北 態 に 就 い て：
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被 簪 穏 度，
一・一一…1−一・・漏 ・蝋濫 （3 日導 均）．

に移 b 潜伏す るか ， 叉は 活動 を繼績 して 居るか を確 φる 爲 に ，兩年 に 亙 1）京都

市附近 の 圃場，山野を探 索 したが 途 に そ の 形跡 を發見す る事が 出來なか 6 た，
’

　　被害程 度は 寄主植物の 繁茂趺熊と幼墨密度との 關係 に よ り定 まる の で あ る

が ，豌豆 の被害程度 は 5 月下旬及び 10 月中旬 に著 しい
。 尚秋期ぱ暮 期 よ り被害

が著 しい が
，

こ れ は葉の 繁茂斌態が 秋 期に於 て は春期 よ りも遙に 不 良なの に 原

因 して ゐ る樣 に 思 は れ る
。 ．

　　要 すうに ナ モ グ リバ へ の 幼蟲 密度は 春 秋の 2 期 に は高 くな リジ 夏 期 に は

零 と な り， 日干均氣濫 15 〜 20℃ の 季 節 には密度は最高とな b　，
’
ユ0℃ 以下 に 下

降すれぱ極 め て 低 下 し
，
20℃ 以上 に於 て は激 1戍して 逾 に 零 となつ て 來 る。

．客本歃 幣 脚 伽 被害鰆 秋 ・ 期の 紳 期襟 帯  くな つ ・ ゐ ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
　「　　’　　　　　・　・　　　　’
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